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満開を迎えた夜の森の桜

富岡町議会の
ホームページはこちらから

３月の
定例会
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３月定例会報告

　令和８年３月定例会は、３月11日から17日までの７日間の会期で開催
しました。
　令和８年度一般会計および特別会計、公営企業会計の当初予算をはじめ、
令和７年度の補正予算、諮問案件、人事案件、条例の新規および改正案件、
同意案件など、計24件の議案および議員発委３件を慎重に審議し、すべて
原案のとおり可決しました。
　一般質問では３議員が登壇し、町執行部体制のあり方や今後直面する
課題等について問いただしました。

ふるさとの復興  ・再生   予算可決ふるさとの復興  ・再生   予算可決
《一般会計　153億円　　特別会計 　38億円　　公営企業会計　４億円　　総予算　195億円超》

定例会の
あらまし

令和８年度
当初予算

◆体育施設管理事業
　富岡町総合体育館は指定管理制度によりさ
くら文化・スポーツ振興公社が管理を行って
います。
　また、令和８年度は空調設備整備工事を行
います。

富岡町総合体育館

＜令和８年度予算額 … ６億3,665万円＞
【財源となる交付金】
・�原子力発電施設等立地地域基盤整備支援

事業交付金（廃炉交付金）
※なお、工事に係る交付金については調整中

◆桜まつりおよび桜保全事業
　令和８年度は夜の森公園周辺において開催
され、２日間を通して約２万人の来場者で賑
わいました。
　また、桜の保全事業では町内への計画的な
桜の植樹工事等を実施します。

夜の森桜まつり2026
オープニングセレモニー

＜令和８年度予算額 … 5,961万円＞
【財源となる交付金】
・福島原子力災害避難区域等帰還・再生加速事業

＜令和８年度予算額 … ５億5,929万円＞
【財源となる交付金】
・福島原子力災害避難区域等帰還・再生加速事業

◆防火防犯対策事業
　とみおか守り隊等により24時間365日体制
で町内一円のパトロールを実施しています。
　また、町内主要道路への防犯カメラの設置
や、家庭用防犯カメラ設置補助などを行い防
犯対策に努めます。

＜令和８年度予算額 … ４億7,310万円＞
【財源となる交付金】
・福島再生加速化交付金
・�原子力発電施設等立地地域基盤整備支援

事業交付金（廃炉交付金）
・地域未来交付金

◆移住・定住推進事業
　移住相談窓口の開設や、各種移住フェアや
イベントにおいて移住を検討される方へ富岡
町のPRを継続して行い、併せて富岡町の体験
ツアー等で関係交流人口の拡大を図ります。

移住相談会等に参加してのPR

富岡町消防団

◆道路維持管理および道路新設改良事業
　道路維持管理事業においては、町道の除草
や舗装の修繕、街路樹の保全のための薬剤散
布などを行います。
　道路新設改良事業においては、町内各路線
の工事等を計画しています。

夜の森桜通り線から見る歩道整備予定地

＜令和８年度予算額 … ５億1,413万円＞
【財源となる交付金】
・電源立地地域対策交付金
・福島原子力災害避難区域等帰還・再生加速事業
・福島避難解除等区域生活環境整備事業

当初予算編成の考え方
◎ 帰還と移住の促進	 ◎ 農業と産業の育成
◎ 子どもたちの教育環境の充実　　◎ 町内のにぎわい創出
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定例会　令和８年度　当初予算質疑定例会　令和８年度　当初予算質疑・討論

問　
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
費
の
委
託
料
の
概
要
は
。

（
佐
藤
啓
憲
）

答　
企
画
課
長

　
学
び
の
森
や
役
場
庁
舎
な
ど
公
共
機
関
の
電
気

料
金
の
実
証
事
業
で
す
。
固
定
価
格（
あ
ら
か
じ

め
契
約
で
定
め
ら
れ
た
単
価
で
電
気
を
購
入
）と

市
場
価
格（
30
分
ご
と
に
料
金
が
変
動
）の
比
較
に

お
い
て
、
１
年
間
で
ど
の
程
度
安
価
に
な
る
の
か
、

国
の
補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
実
証
を
進
め
る
も

の
で
す
。

問　
空
き
家
管
理
シ
ス
テ
ム
利
用
料
の
内
容
は
。

（
渡
辺
正
道
）

答　
企
画
課
長

　
令
和
７
年
度
は
空
き
家
の
所
有
者
の
意
向
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
以
降
は
、
売
る
・

貸
す
の
手
続
き
が
煩
雑
と
い
う
方
に
対
し
て
、
プ

ロ
の
視
点
か
ら
市
場
に
誘
導
で
き
る
よ
う
、
町
内

の
不
動
産
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と

等
、
考
え
て
い
ま
す
。

問　
町
の
サ
ロ
ン
や
各
課
等
で
採
用
し
て
い
る
会

計
年
度
任
用
職
員
の
試
験
お
よ
び
採
用
の
基
準
等

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。（
渡
辺
三
男
）

答　
総
務
課
長

　
面
接
を
行
う
関
係
各
課
で
ば
ら
つ
き
が
出
な
い

よ
う
判
定
す
る
表
を
設
け
て
採
点
を
行
っ
て
い
ま

す
。

答　
宮
川
副
町
長

　
採
用
に
つ
い
て
は
、
受
験
者
に
と
っ
て
公
平
で

あ
る
こ
と
を
大
前
提
と
し
て
い
ま
す
。

問　
草
刈
り
機
の
購
入
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

草
刈
り
機
が
使
え
な
く
な
っ
た
の
か
。
利
用
者
が

多
い
た
め
増
や
す
の
か
。
ま
た
、
購
入
す
る
の
は

自
走
式
の
も
の
か
、手
押
し
式
か
。（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
生
活
環
境
課
長

　
既
存
の
草
刈
り
機
も
問
題
な
く
利
用
で
き
る
状

態
で
、
台
数
を
補
充
す
る
目
的
で
す
。
ま
た
、
令

和
８
年
度
に
購
入
す
る
の
は
自
走
式
で
す
。

問　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
内
容
と
計
画

は
。
広
く
活
用
す
べ
き
で
は
。（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
産
業
振
興
長

　
産
業
振
興
課
所
管
で
は
当
該
事
業
を
活
用
し
た

い
と
い
う
農
業
団
体
が
あ
る
た
め
予
算
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
場
面
で
活
用
し
て
い
く
か
の
課
題

整
理
や
、
受
け
入
れ
団
体
と
の
調
整
等
も
必
要
で

す
が
、
非
常
に
有
効
な
制
度
で
す
の
で
、
本
町
に

お
い
て
も
活
用
し
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

答　
宮
川
副
町
長

　

生
涯
学
習
事
業
に
お
い
て
も
活
躍
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
農
業
分
野
や
ス
ポ
ー

ツ
分
野
な
ど
、
関
係
交
流
人
口
の
拡
大
に
力
を
入

れ
る
た
め
に
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
非
常
に
重

要
な
事
業
で
す
の
で
、
様
々
な
分
野
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
考
え
で
す
。

問　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
事
業
は
幅
広
く
活
用

で
き
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
桜
の
手
入
れ
や
、
つ

つ
み
公
園
整
備
な
ど
専
門
分
野
で
関
わ
っ
て
も
ら

う
よ
う
な
方
向
の
捉
え
方
は
。（
渡
辺
三
男
）

答　
産
業
振
興
長

　
今
後
に
お
い
て
、
し
っ
か
り
と
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問　
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
の
委
託
料
が
増
額

と
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
事
業
と
は
別
に
進
展

し
た
事
業
を
行
う
の
か
。（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
事
業
内
容
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
令
和
８
年

度
か
ら
第
三
期
復
興
創
生
期
間
と
な
る
の
で
、
こ

れ
ま
で
の
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
こ
と
に
加
え
、

新
規
箇
所
を
計
画
す
る
予
算
で
す
。

問　
夜
の
森
地
区
中
核
拠
点
施
設
整
備
事
業
に
つ

い
て
。
温
浴
施
設
の
整
備
は
夜
の
森
地
区
の
居
住

人
口
が
増
加
し
現
在
計
画
の
あ
る
サ
イ
ク
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
等
ソ
フ
ト
面
で
の
事
業
を
成
功
さ
せ
、
夜

の
森
地
区
全
体
に
復
興
の
機
運
が
高
ま
っ
て
か
ら

が
良
い
の
で
は
。（
安
藤
正
純
）

答　
町
長

　
夜
の
森
地
区
、
富
岡
地
区
が
こ
の
事
業
を
核
と

し
て
活
性
化
で
き
る
こ
と
が
一
番
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
ソ
フ
ト
事
業
な
ど
も
同
時
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

整
備
は
ま
ず
温
浴
施
設
に
先
駆
け
て
商
業
施
設
か

ら
始
ま
り
ま
す
が
、
人
が
集
ま
る
場
と
な
る
よ
う
、

様
々
な
ソ
フ
ト
事
業
も
含
め
て
考
え
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。

問　
夜
の
森
地
区
中
核
拠
点
施
設
の
指
定
管
理
者

に
つ
い
て
、
事
業
者
が
撤
退
し
た
場
合
の
対
応
策

は
。（
渡
辺
正
道
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
ま
ず
は
町
と
事
業
者
で
撤
退
の
リ
ス
ク
に
つ
い

て
共
通
の
認
識
と
な
っ
て
い
る
か
に
加
え
、
ま
た
、

長
く
続
け
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
で
、
し
っ

か
り
調
査
し
、
選
定
し
、
と
も
に
進
ん
で
い
く
と

い
う
の
が
町
の
ス
タ
ン
ス
で
す
。

問　
夜
の
森
地
区
中
核
拠
点
施
設
は
、
事
業
者
と

常
に
連
携
を
持
ち
、
で
き
る
限
り
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
を
抑
え
る
方
法
を
考
え
な
が
ら
事
業
の
展
開

を
。
ま
た
、
整
備
工
事
に
お
い
て
少
し
で
も
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
下
が
る
よ
う
な
方
法
も
考
慮
し

て
も
ら
い
た
い
。（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
事
業
者
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
重
視
し
て
選

定
し
て
い
ま
す
が
、
常
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、

コ
ス
ト
を
極
力
抑
え
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

整
備
工
事
に
つ
い
て
も
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
で
あ
る
こ

と
か
ら
運
営
側
が
主
体
的
に
動
線
を
考
え
建
築
を

進
め
て
い
く
た
め
、
そ
の
分
野
に
長
け
た
事
業
者

と
な
り
ま
す
。
し
っ
か
り
と
協
議
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。

問　
温
浴
施
設
の
整
備
を
予
定
よ
り
前
倒
し
で
き

る
よ
う
な
要
素
は
あ
る
か
。（
渡
辺
三
男
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
商
業
施
設
と
並
行
し
て
温
浴
施
設
に
も
着
手
し
、

可
能
な
限
り
工
期
短
縮
を
目
指
し
ま
す
。

問　
桜
ま
つ
り
に
出
店
す
る
店
舗
に
つ
い
て
、
夜

の
森
公
園
だ
け
で
は
な
く
近
隣
の
土
地
な
ど
も
活

用
し
て
は
ど
う
か
。
公
園
内
に
出
店
で
き
な
い
事

業
者
の
場
所
も
確
保
を
要
望
す
る
。（
渡
辺
三
男
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
桜
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
る
事
業
者
の

応
募
が
多
数
あ
り
ま
す
が
、
公
園
の
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
の
問
題
も
あ
り
、
あ
る
程
度
で
線
引
き
を
す

べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
の
土
地
と

な
る
と
、
民
間
同
士
の
話
と
な
る
こ
と
か
ら
調
整

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ご
意
見
を
念
頭
に
置
き
、

今
後
の
検
討
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

問　
今
年
度
も
老
朽
化
し
た
桜
を
植
え
替
え
て
い

く
な
ど
、
計
画
的
に
桜
の
保
全
計
画
を
。

（
渡
辺
三
男
）

答　
都
市
整
備
課
長

　
令
和
８
年
度
は
５
本
程
度
の
植
え
替
え
を
計
画

し
て
お
り
、
以
降
も
植
え
替
え
の
場
所
や
予
算
な

ど
計
画
的
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

問　
高
等
学
校
等
通
学
助
成
金
を
受
け
る
生
徒
が

中
途
退
学
し
た
よ
う
な
場
合
の
対
応
は
。

（
渡
辺
正
道
）

答　
教
育
総
務
課
長

　
実
績
ベ
ー
ス
で
の
交
付
と
な
り
ま
す
の
で
返
還

を
求
め
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

中
途
退
学
以
外
に
も
様
々
な
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ

る
た
め
、
現
在
検
討
中
で
す
。

質

応
答答

疑

賛
成
多
数
　
原
案
可
決

賛成 ５

反対 ３

渡
辺
三
男 

議
員

　
民
間
事
業
者
が
参
入
す
る
に
は
人
口
が
足
り
な
い
と
い
う
部
分

が
あ
る
。
損
失
補
填
で
あ
っ
て
も
行
政
か
ら
の
支
出
も
必
要
な
部

分
が
あ
る
。

高
野
匠
美 

議
員

　
夜
の
森
地
区
の
現
状
を
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
で
は
な
く
、

二
歩
三
歩
と
進
む
こ
と
で
周
り
の
地
区
を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
よ

う
中
核
拠
点
施
設
の
整
備
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

佐
藤
啓
憲 

議
員

　
温
浴
施
設
整
備
も
含
め
、
大
事
な
の
は
夜
の
森
地
区
の
移
住
定

住
の
促
進
と
、
人
を
呼
び
込
め
る
よ
う
な
施
設
計
画
。
10
年
後
は

事
業
者
独
自
の
運
営
と
、
ソ
フ
ト
事
業
を
含
め
た
集
客
を
実
現
で

き
る
よ
う
要
望
。

安
藤
正
純 

議
員

　
温
浴
施
設
の
指
定
管
理
料
は
事
業
者
に
対
す
る
損
失
補
填
と
し

か
考
え
ら
れ
ず
、
町
の
財
政
に
中
長
期
的
に
大
き
な
負
担
と
な
る

と
考
え
る
。

渡
辺
正
道 

議
員

　
町
は
温
浴
施
設
の
開
設
が
有
益
で
あ
り
、
将
来
的
に
住
民
の
福

祉
、
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
財
政

面
な
ど
の
事
業
の
継
続
性
と
そ
の
他
の
リ
ス
ク
へ
の
対
応
、
的
確

に
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
て
い
る
の
か
疑
問
。
将
来
的
に
負
の

遺
産
と
な
り
得
る
懸
念
が
払
し
ょ
く
で
き
な
い
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

新年度予算がどのように計画されているか審議し、質疑が行われました。
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定例会　審議議案一覧定例会　審議議案一覧

令和８年第２回定例会で審議した議案とその結果

定例会審議議案定例会審議議案 一覧一覧 令和８年３月11日～17日令和８年３月11日～17日

上 程 議 案 ・ 概 要 結　　果

◆補正予算

議案第11号 令和７年度富岡町一般会計補正予算（第７号） 全会一致　原案可決

議案第12号 令和７年度富岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 全会一致　原案可決

議案第13号 令和７年度富岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 全会一致　原案可決

議案第14号 令和７年度富岡町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 全会一致　原案可決

議案第15号 令和７年度富岡町介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 全会一致　原案可決

議案第16号 令和７年度富岡町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 全会一致　原案可決

議案第17号 令和７年度富岡町介護サービス事業特別会計補正予算（第３号） 全会一致　原案可決

◆当初予算

議案第18号 令和８年度富岡町一般会計予算 賛成多数　原案可決

議案第19号 令和８年度富岡町国民健康保険事業特別会計予算 全会一致　原案可決

議案第20号 令和８年度富岡町介護保険事業特別会計予算 全会一致　原案可決

議案第21号 令和８年度富岡町後期高齢者医療特別会計予算 全会一致　原案可決

議案第22号 令和８年度富岡町介護サービス事業特別会計予算 全会一致　原案可決

議案第23号 令和８年度富岡町公共下水道事業会計予算 全会一致　原案可決

議案第24号 令和８年度富岡町農業集落排水事業会計予算 全会一致　原案可決

※�第２回定例会における「諮問案件」「人事案件」「同意案件」「令和７年度補正予算」「令和８年度当初予算」は別頁に詳細を掲載して
おります。また、各議案については富岡町ホームページにおいても報告しておりますので、ご参照ください。

上 程 議 案 ・ 概 要 結　　果

◆議員発委

発委第１号 富岡町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する
条例について 全会一致、原案可決

発委第２号 富岡町議会委員会条例の一部を改正する条例について 全会一致、原案可決

発委第３号 富岡町新夜ノ森地区における住宅地近接太陽光発電設備等に
関する意見書について 全会一致、原案可決

◆報告

報告第２号
 

専決処分の報告について
（損害賠償の額の決定及び和解について） 報告のみ

◆諮問

諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 賛成８票　反対０票
適任

諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 賛成８票　反対０票
適任

◆人事

議案第３号 富岡町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 賛成８票　反対０票
原案可決

議案第４号 富岡町教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて 賛成８票　反対０票
原案可決

◆条例

議案第５号 富岡町東日本大震災等による被災者に対する令和８年度の町税等
の減免に関する条例について 全会一致　原案可決

議案第６号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第７号 富岡町水防協議会条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第８号 富岡町火入れに関する条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

◆同意

議案第９号 富岡町複合商業施設の指定管理者の指定につき同意を求めること
について 全会一致　原案可決

議案第10号 富岡町社会体育施設の指定管理者の指定につき同意を求めること
について 全会一致　原案可決
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【
富
岡
町
東
日
本
大
震
災
等
に
よ

る
被
災
者
に
対
す
る
令
和
８
年
度

の
町
税
等
の
減
免
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て
】

問　
３
条
中
、

『
令
和
５
年
４
月
１
日
に
避
難
指

示
が
解
除
さ
れ
た
旧
特
定
復
興
再

生
拠
点
区
域
内
の
被
災
家
屋
の
う

ち
、（
中
略
）令
和
８
年
12
月
31
日

ま
で
に
公
費
解
体
さ
れ
た
家
屋
に

つ
い
て
は
、
そ
の
家
屋
に
係
る
令

和
８
年
度
の
固
定
資
産
税
の
全
額

を
免
除
す
る
。』

と
あ
る
が
、
年
度
内
に
完
了
し
な

か
っ
た
場
合
は
。（
渡
辺
三
男
）

答　
税
務
課
長

　
解
体
工
事
に
着
手
し
、
家
屋
が

解
体
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
が

確
認
さ
れ
れ
ば
該
当
と
な
り
ま
す
。

定例会　人事案件定例会　諮問案件・指定管理者の指定・質疑応答

こ
ん
な
こ
と
が

こ
ん
な
こ
と
が

ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

決

こ
ん
な
こ
と
が

こ
ん
な
こ
と
が

ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

決

人
事
案
件

人
事
案
件

諮
問
案
件

諮
問
案
件

　

富
岡
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

猪
狩
い
づ
み
さ
ん
の
再
任
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
の
４
年
間
で
す
。

（
３
月
定
例
会
）　
全
会
一
致　
原
案
可
決

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
坂
本
栄
司
さ
ん
の
再
任
が
適
任

で
あ
る
と
の
意
見
を
付
記
し
、
答
申

す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
８
年
７
月
１
日
か
ら

の
３
年
間
で
す
。

（
３
月
定
例
会
）　
全
会
一
致　
適
任

《
指
定
管
理
者
》

株
式
会
社
サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ

代
表
取
締
役　
大
隈
太
嘉
志

（
３
月
定
例
会
）　
全
会
一
致　
原
案
可
決

《
指
定
管
理
者
》

公
益
社
団
法
人

さ
く
ら
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

代
表
理
事　
堀
川
章
仁

（
３
月
定
例
会
）　
全
会
一
致　
原
案
可
決

　
富
岡
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

武
内
雅
之
さ
ん
の
再
任
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
の
３
年
間
で
す
。

（
３
月
定
例
会
）　
全
会
一
致　
原
案
可
決

教
育
委
員
会
委
員
に
再
任

人
権
擁
護
委
員
に
再
任

富
岡
町
複
合
商
業
施
設

（
さ
く
ら
モ
ー
ル
と
み
お
か
）

富
岡
町
社
会
体
育
施
設

（
総
合
体
育
館
）

教
育
長
に
再
任

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
坂
本
英
一
さ
ん
の
任
命
が
適
任

で
あ
る
と
の
意
見
を
付
記
し
、
答
申

す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
８
年
７
月
１
日
か
ら

の
３
年
間
で
す
。

（
３
月
定
例
会
）　
全
会
一
致　
適
任

人
権
擁
護
委
員
に
任
命

猪狩いづみさん

武内雅之さん

【
猪
狩
い
づ
み
さ
ん
の
ご
あ
い
さ
つ
】

　

今
後
と
も
富
岡
町
の
教
育
の
た
め
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
、
ま
た
、
富
岡
町
の
た
め
に
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
と
ご
教
授
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

令
和
８
年
３
月
12
日

【
武
内
雅
之
さ
ん
の
ご
あ
い
さ
つ
】

　

私
は
今
年
度（
令
和
７
年
度
）１
年
間
、
手
探
り

な
が
ら
町
民
の
皆
さ
ま
の
た
め
、
そ
し
て
富
岡
町

の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
を
目
標
に
、
議

員
の
皆
さ
ま
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
ご
指
導
を
仰

ぎ
な
が
ら
本
職
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
議
会
や
各
委
員
会
、
町
行
事
等
を
通
し
て
、
様
々

な
方
々
の
ご
努
力
と
富
岡
町
へ
の
思
い
を
し
っ
か

り
と
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
今
年
度
の

反
省
を
活
か
し
、
富
岡
町
の
更
な
る
復
興
、
そ
し

て
学
校
教
育
、
並
び
に
生
涯
学
習
、
社
会
教
育
の

充
実
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

令
和
８
年
３
月
12
日

指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者
の
指
定

さくらモールとみおか

総合体育館

質

応
答答

疑

8とみおか議会だより 226号とみおか議会だより 226号9



定例会　令和７年度　補正予算臨時会　審議議案一覧

令和８年第１回臨時会で審議した議案とその結果

臨時会審議議案一覧臨時会審議議案一覧
令和８年１月29日令和８年１月29日

審 議 議 案 ・ 概 要 結　　果
◆専決処分の報告
報告第１号
 

専決処分の報告について
（工事請負契約の一部変更について） 報告のみ

◆専決処分の報告及び承認
議案第１号
 

専決処分の報告及びその承認について
（令和７年度富岡町一般会計補正予算（第５号）） 全会一致　原案可決

◆補正予算
議案第２号 令和７年度富岡町一般会計補正予算（第６号）

※富岡町物価高騰支援事業に係る補正予算 全会一致　原案可決

事前の全員協議会での意見等

①食料品物価高騰対応給付金事業
　５千円/１人
②物価高騰対応子育て世帯応援手当支給事業
　３万円（国補助金２万円＋町補助金１万円）/１人
③物価高騰対応プレミアム付き商品券事業
　プレミアム率50％（1.5万円分を１万円で販売）

※富岡町
物価高騰
支援事業

問　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
プ

レ
ミ
ア
ム
率
が
30
％
か
ら
50
％
に
引

き
上
げ
と
な
っ
た
が
、
販
売
予
定
数

は
。（
佐
藤
啓
憲
）

答　
産
業
振
興
課

　
販
売
予
定
数
は
１
万
８
千
セ
ッ
ト

で
す
。
上
乗
せ
と
な
っ
た
プ
レ
ミ
ア

ム
率
20
％
は
、
国
の
交
付
金
等
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

問　
子
育
て
世
帯
へ
の
更
な
る
支
援

の
考
え
は
。（
渡
辺
三
男
）

答　
総
務
課

　
子
育
て
世
帯
に
つ
い
て
は
ひ
と
り

５
千
円
に
３
万
円
を
上
乗
せ
す
る
こ

と
で
、
手
厚
い
支
援
と
す
る
ご
提
案

で
す
。

問　
申
請
方
法
は
町
か
ら
発
送
し
た

申
請
書
に
記
入
を
し
て
返
送
す
る
と

あ
る
が
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が

気
づ
か
ず
申
請
に
遅
れ
が
出
て
し
ま

う
こ
と
が
な
い
よ
う
な
取
り
組
み

を
。（
高
野
匠
美
）

答　
産
業
振
興
課

　
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
の
送
付
と
し
て

お
り
、
通
常
の
封
書
よ
り
も
目
に
届

く
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
と
し
て

も
広
報
等
で
の
周
知
を
し
っ
か
り
と

し
て
い
き
ま
す
。

問　
事
業
者
向
け
に
水
道
基
本
料
金

の
無
料
措
置
な
ど
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
。
町
で
は
事
業
者
向
け

の
案
を
検
討
し
た
か
。（
平
山
勉
）

答　
産
業
振
興
課

　
商
工
会
に
登
録
す
る
事
業
者
に
限

ら
れ
る
部
分
は
あ
り
ま
す
が
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
が
事
業
者

に
関
す
る
支
援
と
な
る
と
考
え
ま
す
。

水
道
基
本
料
金
の
無
料
措
置
に
つ
い

て
、
富
岡
町
は
双
葉
地
方
水
道
企
業

団
と
の
事
業
組
み
立
て
が
困
難
な
た

め
断
念
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

問　
充
実
し
た
内
容
だ
と
思
う
。
国

か
ら
の
補
助
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く

町
の
努
力
も
あ
っ
て
の
支
援
で
あ
る

こ
と
を
Ｐ
Ｒ
で
き
れ
ば
、
町
民
か
ら

見
て
も
他
自
治
体
と
の
差
別
化
に
な

る
と
考
え
る
。（
安
藤
正
純
）

答　
総
務
課

　
今
後
の
町
と
し
て
の
取
組
姿
勢
も

踏
ま
え
、
周
知
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

要
望　
高
齢
者
が
申
請
書
類
の
返
送

等
に
困
難
を
覚
え
る
よ
う
な
場
面
に

し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
対
応
を
検
討
し
て
も
ら
い

た
い
。（
堀
本
典
明
）

事　業　内　容　（費　目　名） 補正予算額

基金積立金（６基金） ４億8,587万円増

他会計繰出金（４会計） 1,619万円減

予防接種事業費（委託料　他） 3,807万円減

営農再開支援事業費（補助金　他） 3,753万円減

営農再開支援水利施設等保全事業（工事費　他） 2,322万円減

中小企業等支援事業費（補助金） 1,859万円減

都市計画事業費（助成金　他） 3,486万円減

その他（人件費　他） 2億3,363万円減

　事務事業の整理等により8,378万円の増額補正を行い、総額127億5,290万円となりました。
補正のあった主な事業は下表のとおりです。

《8,378万円を増額補正》

一般会計一般会計 事務事業の整理等による増額事務事業の整理等による増額

問　
予
防
接
種
委
託
料
の
減
額
内

容
は
。（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
健
康
づ
く
り
課
長

　
定
期
接
種
と
な
っ
た
こ
と
に
伴

い
自
己
負
担
と
な
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
接
種
者
の
減
に
よ

る
も
の
で
す
。

問　
町
内
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
網
の
破
損
な
ど
が
見
受
け
ら
れ

る
が
町
の
対
応
は
。

（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
生
活
環
境
課
長

　
利
用
者
か
ら
の
通
報
や
巡
回
で

の
発
見
な
ど
か
ら
、
破
損
等
が
あ

れ
ば
順
次
新
し
い
も
の
を
購
入
し

ま
す
。

問　

除
染
検
証
委
員
会
に
お
い

て
、
除
染
の
目
標
数
字
を
持
ち
、

し
っ
か
り
と
検
証
し
て
放
射
線
量

が
高
い
箇
所
は
徹
底
し
て
下
げ
る

こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
帰
還
に
つ

な
が
ら
な
い
。（
渡
辺
三
男
）

答　
生
活
環
境
課
長

　
毎
時
０
・
２
３
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
も
、

具
体
的
な
数
値
は
出
せ
な
い
の
が

現
状
で
す
。 質

応
答答

疑

問　
新
規
就
農
者
独
立
就
農
支
援

補
助
金
、
新
規
就
農
者
研
修
支
援

補
助
金
の
減
額
理
由
は
。
ま
た
、

研
修
の
場
所
は
。（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
令
和
７
年
度
は
新
規
就
農
者
が

い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。
研
修
の
場
所
は
、
個
人
農
家

ま
た
は
農
業
法
人
等
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

問　
鳥
獣
被
害
防
止
緊
急
対
策
事

業
が
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
駆

除
さ
れ
る
鳥
獣
の
傾
向
は
。

（
安
藤
正
純
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
イ
ノ
シ
シ
の
頭
数
が
減
り
、
小

動
物
で
あ
ら
い
ぐ
ま
や
タ
ヌ
キ
な

ど
は
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。
相

対
的
に
み
る
と
年
々
有
害
鳥
獣
の

の
頭
数
は
減
っ
て
い
る
傾
向
で
す
。

問　
玉
ね
ぎ
作
付
け
奨
励
金
の
減

額
に
お
い
て
、
連
作
障
害
の
対
策

は
さ
れ
い
る
か
。（
渡
辺
三
男
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
連
作
障
害
対
策
の
補
助
を
設
け

た
こ
と
に
加
え
、
関
係
機
関
と
の

連
携
に
よ
り
技
術
を
磨
い
て
い
け

る
よ
う
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。
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問
答

太陽光発電設備設置の不安払しょくを
事業者に丁寧な説明と住民要望の
反映を求めます

問　
町
内
の
良
好
な
住
宅

地
周
辺
に
お
け
る
、
太
陽

光
発
電
設
備
の
新
設
と
管

理
に
つ
い
て
、
町
は
状
況

を
把
握
し
て
い
る
か
。

答
　
町
長

　
住
宅
地
周
辺
へ
の
設
置
に

よ
り
景
観
上
の
問
題
や
、
帰

還
後
の
平
穏
な
暮
ら
し
の
阻

害
、
自
然
環
境
へ
の
懸
念
、

維
持
管
理
不
足
な
ど
住
民
の

皆
さ
ま
か
ら
不
安
の
声
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　
既
に
住
宅
地
周
辺
に

設
置
さ
れ
て
い
る
太
陽
光

発
電
設
備
に
つ
い
て
、
富

岡
町
内
で
の
設
置
件
数

は
。

答
　
企
画
課
長

　
令
和
５
年
度
の
夜
の
森
地

区
の
解
除
か
ら
、
現
在
に
至

る
ま
で
税
制
優
遇
、
立
地
税

制
を
活
用
し
た
件
数
で
、
太

陽
光
発
電
事
業
が
59
件
、
設

置
箇
所
に
す
る
と
83
箇
所
で

す
。

問　
令
和
７
年
７
月
に

「
太
陽
光
発
電
事
業
者
の

設
備
設
置
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」が
施
行
さ
れ

た
。
設
置
事
業
者
は
近
隣

住
民
に
対
す
る
説
明
会
の

開
催
と
、
住
民
か
ら
の
意

見
に
対
応
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
町
は
住
民
説

明
会
で
出
た
意
見
を
ど
の

よ
う
に
反
映
す
る
の
か
。

答
　
町
長

　
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
る

「
近
隣
住
民
等
説
明
報
告
書
」

等
を
通
じ
て
両
者
の
や
り
と

り
を
詳
細
に
確
認
し
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
出
さ
れ

た
懸
念
や
要
望
に
対
し
、
事

業
者
へ「
地
域
住
民
の
不
安

に
誠
意
を
持
っ
て
丁
寧
な
説

明
を
尽
く
す
こ
と
」や「
可
能

な
限
り
要
望
を
計
画
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
」を
強
く
求
め

ま
す
。

問　
説
明
会
を
開
催
し
て

い
な
い
事
業
者
も
あ
る

が
、
住
民
の
意
見
を
反
映

で
き
る
よ
う
に
近
隣
住
民

へ
の
説
明
会
を
開
催
す
る

よ
う
、
町
か
ら
も
指
導
を

お
願
い
し
た
い
。

答
　
企
画
課
長

　
説
明
会
の
開
催
だ
け
で
は

な
く
、
効
果
的
な
事
前
周
知

を
す
る
と
い
う
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
近

隣
住
民
が
説
明
会
を
要
望
さ

れ
た
場
合
は
事
業
者
に
要
請

し
ま
す
。

問　
こ
の
と
こ
ろ
町
内
に

お
い
て
、
大
型
蓄
電
施
設

や
系
統
用
蓄
電
池
設
備
の

設
置
が
見
受
け
ら
れ
る
。

今
後
、
近
隣
住
民
に
対
す

る
騒
音
や
健
康
問
題
が
懸

念
さ
れ
る
が
町
の
対
応

は
。

答
　
町
長

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
拡
大
に
伴
い
、
町
内
に

お
い
て
も
蓄
電
池
設
備
の
設

置
計
画
が
見
受
け
ら
ま
す
。

町
が
設
置
計
画
を
認
識
し
た

際
は
、
事
業
者
に
対
し
、
特

に
夜
間
の
稼
働
音
や
低
周
波

音
に
よ
る
騒
音
な
ど
、
住
民

の
皆
様
が
懸
念
さ
れ
る
健
康

面
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
誠

意
を
持
っ
て
不
安
払
し
ょ
く

の
対
応
に
努
め
る
よ
う
指
導

し
ま
す
。

問　
「
富
岡
町
災
害
復
興

計
画（
第
三
次
）の
重
点
政

策
」で
移
住
・
定
住
の
促

進
を
掲
げ
て
い
る
富
岡
町

と
し
て
、
住
宅
地
周
辺
に

設
置
が
増
加
し
て
い
る
現

状
を
国
・
県
に
伝
え
、
再

エ
ネ
設
備
規
制
の
法
整
備

も
視
野
に
入
れ
た
要
望
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
　
宮
川
副
町
長

　
浜
通
り
の
同
じ
よ
う
な
状

況
の
自
治
体
や
県
と
し
っ
か

り
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、

国
に
対
し
て
町
の
実
情
を

し
っ
か
り
と
訴
え
て
参
り
ま

す
。

答
　
町
長

　
我
々
も
、
住
み
よ
い
住
環

境
を
目
指
し
、
国
に
対
し
て

で
き
る
限
り
の
要
望
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

問
法
令
で
規
制
で
き
る
よ
う
、

国
・
県
に
対
し
要
望
を

答
住
環
境
を
守
る
た
め
、で
き
る
限
り

要
望
し
ま
す

３議員が
質　問

■佐藤　啓憲 議員 13
○ 太陽光発電設備設置の不安払しょくを
○ 法令で規制できるよう、国・県に対し要望を

■渡辺　正道 議員 14
○ 住民意向調査結果を受け、町の考えは
○ 太陽光発電施設に対する町の方針は

■平山　　勉 議員 15
○ 震災伝承の取組の進捗は
○ 子安観音と毛萱観音の整備活用を

1

2

3

一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、
所信の表明を求めて政治姿勢を明らかにするものです。一般質問

３月定例会の一般質問に３議員が登壇し、町の対応や考えなどを問いました。
この紙面では、質問した順に質疑応答の要点をお知らせします。

さ  とう          たか のり

わた なべ          せい どう

ひら やま          　　つとむ

動画配信中！

※QRコードを読み取ると議会ライブ
配信のアーカイブ動画が見られます。

※QRコードを読み取ると議会ライブ
配信のアーカイブ動画が見られます。

富岡町議会公式チャンネル

開設

山本　育男 町長山本　育男 町長 武内　雅之 教育長武内　雅之 教育長
たけ  うち          まさ  ゆきやま  もと          いく   お

佐藤 啓憲 議員

蓄電施設（イメージ）

12とみおか議会だより 226号とみおか議会だより 226号13



問
答

住民意向調査結果を受け、町の考えは
結果を重く受け止め、各種政策等に全力で
取り組みます

問
答

震災伝承の取組の進捗は
記憶をたどるQR街歩き事業を実施

問　
令
和
７
年
度
住
民
意

向
調
査
結
果
を
、
富
岡
町

の
将
来
を
考
え
る
上
で
ど

の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る

の
か
。

答
　
町
長

　
発
災
か
ら
長
い
年
月
が
経

過
し
、
大
変
深
い
悩
み
の
結

果
で
あ
る
と
重
く
受
け
止
め

ま
す
。「
共
創
の
ま
ち
づ
く

り
」を
進
め
る
と
と
も
に
、

富
岡
町
災
害
復
興
計
画（
第

三
次
）に
基
づ
く
各
種
政

策
・
施
策
に
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。

問　
町
民
の
意
向
は
、
あ

る
程
度
固
定
化
し
て
い

る
。
帰
還
希
望
者
は
限
定

的
で
、
現
在
の
帰
還
促
進

政
策
の
限
界
で
あ
る
と
い

う
認
識
は
。

答
　
企
画
課
長

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
帰
還
と

移
住
促
進
の
施
策
を
続
け
、

居
住
人
口
を
増
や
し
て
い
き

た
い
考
え
で
す
。

問　
決
断
が
行
動
と
し
て

完
結
し
て
い
る
最
も
強
い

意
思
表
示
と
い
え
る
住
民

票
を
町
外
に
移
し
た
方
々

は
、そ
の
判
断
理
由
や
町
と

の
関
係
性
に
対
す
る
考
え

方
が
見
え
て
き
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
住
民
票
を
異

動
し
た
方
々
の
意
向
を
精

査
す
る
こ
と
は
、
富
岡
町

災
害
復
興
計
画（
第
三
次
）

に
直
結
す
る
た
め
、
補
完

的
な
意
味
か
ら
も
埋
も
れ

て
し
ま
っ
た
声
を
拾
い
上

げ
る
べ
き
で
あ
る
。

答
　
宮
川
副
町
長

　
調
査
の
間
口
を
広
げ
る
な

ど
し
て
、
町
に
関
心
を
持
ち

続
け
て
い
た
だ
く
人
の
意
見

を
し
っ
か
り
と
と
ら
え
て
い

き
ま
す
。

問　
原
発
避
難
者
特
例
法

に
基
づ
く
特
定
住
所
移
転

者
に
対
し
、
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
の
調
査
を
す
る
考
え

が
あ
る
の
か
。

答
　
企
画
課
長

　
ご
意
見
を
踏
ま
え
検
討
し

ま
す
。

問　
昨
年
６
月
の
定
例
会

に
お
い
て
提
案
し
た
、
町

の
歴
史
・
文
化
お
よ
び
震

災
の
教
訓
・
伝
承
等
を
現

地
に
残
す
取
組
に
つ
い

て
、
進
捗
を
伺
い
た
い
。

答
　
教
育
長

　
令
和
８
年
度
の
当
初
予
算

に
新
た
な
事
業
と
し
て「
記

憶
を
た
ど
る
Ｑ
Ｒ
街
歩
き
事

業
」に
関
す
る
必
要
経
費
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
む
と
震
災
前
の
街

並
み
や
地
震
・
津
波
被
害
の

状
況
を
確
認
で
き
、
従
来
の

案
内
板
に
比
べ
、
よ
り
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
出

来
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
　
生
涯
学
習
課
長

　
被
災
パ
ト
カ
ー
跡
地
に
つ

い
て
、
福
島
県
か
ら
は
常
時

人
が
立
ち
入
る
よ
う
な
状
況

や
、
工
作
物
を
建
て
る
こ
と

は
難
し
い
と
い
う
回
答
で
す
。

問　
富
岡
駅
の
跡
地
に
つ

い
て
、震
災
伝
承
や
追
悼
、

防
災
の
面
で
の
価
値
、
住

民
に
と
っ
て
尊
く
て
大
切

な
場
所
と
い
う
の
が
私
の

認
識
だ
が
、
跡
地
の
整
備

を
提
案
し
た
そ
の
後
の
進

捗
は
。

答
　
生
涯
学
習
課
長

　
旧
富
岡
駅
跡
地
の
活
用
に

つ
い
て
、
こ
れ
も
Ｑ
Ｒ
街
歩

き
事
業
の
設
置
箇
所
の
１
つ

と
し
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

事
業
実
施
に
向
け
て
は
Ｊ
Ｒ

水
戸
支
社
に
出
向
い
た
と
こ

ろ
、
賛
同
お
よ
び
協
力
を
し

た
い
と
い
う
回
答
を
頂
い
て

い
ま
す
。

問　
様
々
な
場
所
に
伝

承
、
教
訓
に
ふ
さ
わ
し
い

場
所
が
あ
る
。
町
全
体
を

学
び
の
場
に
し
て
い
く
こ

と
は
町
づ
く
り
の
大
き
な

一
助
と
な
り
、
移
住
促
進

に
も
繋
が
る
こ
と
な
の

で
、
今
後
も
っ
と
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
進
め
て
も

ら
い
た
い
。

答
　
教
育
長

　
本
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
の
富
岡
町
の
文
化
歴

史
、
そ
し
て
震
災
の
風
化
防

止
等
を
含
め
、
重
要
な
事
業

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
生

涯
学
習
課
を
は
じ
め
、
町
全

体
と
し
て
し
っ
か
り
と
取
り

組
み
ま
す
。

問　
津
波
災
害
や
文
化
の

伝
承
に
値
す
る
子
安
観
音

と
毛
萱
観
音
に
つ
い
て
、

文
化
財
と
し
て
の
観
点
お

よ
び
震
災
伝
承
、
教
訓
の

観
点
か
ら
、
整
備
、
活
用

を
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
生
涯
学
習
課
長

　
ま
ず
行
政
区
の
方
と
話
を

し
て
、
学
び
の
場
と
し
て
の

整
備
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　
富
岡
町
災
害
復
興
計

画（
第
二
次
）に
あ
っ
た
沿

岸
部
の「
復
興
記
念
ゾ
ー

ン
」の
文
言
が
第
三
次
で

は
変
わ
っ
て
い
る
。
10
年

経
っ
て
何
も
整
備
、
達
成

し
て
い
な
い
と
見
受
け
ら

れ
る
が
。

答
　
企
画
課
長

　
ま
ず
は
安
全
の
確
保
か
ら

除
染
、
環
境
の
回
復
を
段
階

的
に
進
め
て
き
た
と
い
う
経

過
を
踏
ま
え
、
富
岡
町
災
害

復
興
計
画（
第
三
次
）で
は
沿

岸
部
を
自
然
と
芸
術
、
観
光

共
生
ゾ
ー
ン
と
し
ま
し
た
。

震
災
の
教
訓
を
伝
え
る
視
点

を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
自

然
、
文
化
、
観
光
と
結
び
つ

け
、
来
訪
者
が
学
び
、
町
の

記
憶
に
触
れ
る
場
と
し
て
機

能
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　
今
後
は
関
係
機
関
と
調
整

を
し
な
が
ら
、
伝
承
の
取
組

を
具
体
化
し
て
、
沿
岸
部
が

訪
れ
る
意
義
の
あ
る
場
所
に

し
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

問
太
陽
光
発
電
施
設
に
対
す
る
町
の
方
針
は

答
町
民
の
住
環
境
を
守
る
対
策
を
検
討

問
子
安
観
音
と
毛
萱
観
音
の
整
備
活
用
を

答
行
政
区
と
相
談
の
上
、
検
討

問　
太
陽
光
発
電
事
業
に

伴
い
設
置
さ
れ
る
蓄
電
施

設
が
、
住
宅
地
内
で
の
建

築
や
計
画
が
進
む
中
、
住

環
境
や
安
全
面
へ
の
影
響

に
つ
い
て
十
分
な
説
明
や

合
意
形
成
が
な
さ
れ
て
い

る
と
は
言
い
難
い
。
立
地

規
制
や
住
民
説
明
、
災
害

時
対
応
な
ど
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
基
準
や
方
針
を

持
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
町
長

　
明
確
な
基
準
が
整
っ
て
い

な
い
点
が
あ
る
こ
と
を
改
め

て
認
識
し
て
お
り
、
制
度
設

計
に
向
け
た
精
査
が
必
要
と

考
え
ま
す
。
庁
内
各
課
に
て

横
断
的
に
協
議
し
、
県
や
近

隣
自
治
体
と
も
緊
密
に
連
携

し
、
町
民
の
快
適
な
住
環
境

が
守
ら
れ
る
対
策
を
検
討
し

ま
す
。

問　
夜
の
森
地
区
は
優
良

な
住
宅
地
域
で
あ
る
。
そ

の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
蓄

電
施
設
が
計
画
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
、
ま
ち
づ
く
り

の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う

に
と
っ
て
い
く
の
か
。

答
　
町
長

　
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
、
こ

れ
か
ら
精
査
し
て
い
き
ま
す
。

有
用
な
住
宅
地
と
し
て
残
し

て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

問　
低
周
波
の
騒
音
、
電

磁
波
に
よ
る
健
康
被
害
、

火
災
対
応
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
観
点
か
ら
検
討
す
べ

き
。
富
岡
町
の
現
状
を
考

え
る
と
、
遅
き
に
失
す
る

と
い
う
感
が
否
め
な
い
の

で
、
早
急
に
整
理
す
べ
き

で
は
。

答
　
企
画
課
長

　
計
画
の
初
期
段
階
か
ら
丁

寧
に
説
明
を
求
め
ま
す
。
低

周
波
に
つ
い
て
も
、
事
前
に

予
測
し
て
防
音
対
策
を
講
じ

る
等
が
環
境
省
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
遵
守
す
る
よ
う
改
め

て
強
く
促
し
ま
す
。

問
高
速
道
路
体
系
延
伸
へ
の
取
り
組
み
は

答
関
係
機
関
が
一
体
と
な
る
必
要

町
へ
要
望
！

　
道
路
整
備
は
技
術
論
や
制
度
論
だ
け
で
な
く
、
政
治
判
断
、

タ
イ
ミ
ン
グ
が
非
常
に
大
き
く
影
響
す
る
。

　
福
島
県
内
、
浜
通
り
と
中
通
り
を
結
ぶ
高
規
格
道
路
が
計

画
さ
れ
る
こ
と
は
基
本
的
に
賛
成
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
常
磐
自
動
車
道
の
広
野
以
北
の
片
側
２
車
線
化

も
機
会
を
と
ら
え
て
町
か
ら
要
望
を
！

町
へ
要
望
！

　
被
災
パ
ト
カ
ー
跡
地
に
つ

い
て
は
手
入
れ
も
さ
れ
ず
荒

れ
果
て
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

私
は
あ
の
場
所
の
活
用
に
こ

だ
わ
り
た
い
と
考
え
て
お
り
、

何
を
ど
う
す
れ
ば
、
あ
の
場

所
を
整
備
で
き
る
の
か
今
後

も
検
討
、
交
渉
し
て
も
ら
い

た
い
。

渡辺 正道 議員平山 勉 議員

富岡駅跡地

子安観音跡地
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請願の付託　質疑応答意見書

委員会での意見等
　
両
委
員
会
に
付
託
し
た
理
由
は
。

（
渡
辺
三
男
）

議
会
事
務
局
長

　

主
た
る
所
管
は
企
画
課
で
す
が
、

健
康
や
景
観
、
交
通
、
災
害
、
子
ど

も
に
関
す
る
こ
と
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
懸
念
が
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
両
委
員
会
合
同
で
の
審
議
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　
当
該
事
業
に
つ
い
て
住
民
説
明
会

の
開
催
回
数
は
。
そ
の
際
、
事
業
を

止
め
て
も
ら
い
た
い
旨
の
要
望
は
。

（
渡
辺
三
男
）

紹
介
議
員　
佐
藤
啓
憲

　
１
回
で
す
。
近
接
す
る
住
民
か
ら
、

工
事
関
係
、
環
境
リ
ス
ク
、
事
故
が

起
こ
っ
た
際
の
対
処
方
法
な
ど
へ
の

懸
念
を
事
業
者
に
伝
え
て
い
ま
す
が

返
答
が
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
現
在
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

等
に
関
す
る
明
確
な
基
準
等
を
定
め

た
法
が
な
い
た
め
、
国
に
は
法
整
備

を
求
め
る
と
共
に
、
県
・
町
に
対
し

て
は
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
場

合
は
書
類
を
差
し
戻
す
な
ど
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
強
化
を
求
め
る
よ
う
な

意
見
書
に
す
べ
き
で
あ
る
。

（
安
藤
正
純
）

企
画
課
長

　
現
在
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て

も
町
は
事
業
者
に
意
見
書
を
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
事
業
者
に
は

強
く
促
し
て
い
き
ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
施
設
の
建
設
を
反
対

す
る
意
見
書
を
出
す
に
し
て
も
、
許

可
権
者
は
ど
の
機
関
な
の
か
が
重

要
。
中
止
を
求
め
る
こ
と
に
関
し

て
、
権
限
が
な
い
機
関
に
要
望
を
出

し
て
も
意
味
が
な
い
た
め
、
意
見
書

の
内
容
は
提
出
先
に
よ
っ
て
修
正
す

べ
き
。（
堀
本
典
明
）

　

国
に
対
し
て
意
見
書
を
出
す
際

は
、
富
岡
町
の
現
状
、
被
災
地
特
有

の
事
情
を
明
記
す
べ
き
。

（
渡
辺
正
道
）

　
富
岡
町
だ
け
で
は
な
く
被
災
地
域

全
体
で
、
土
地
の
管
理
が
難
し
い
状

況
が
生
ま
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。

　
国
も
町
も
太
陽
光
発
電
設
備
を
推

進
し
て
い
る
経
緯
が
あ
る
の
で
簡
単

に
反
対
だ
と
は
言
え
な
い
と
思
わ
れ

る
が
、
町
民
が
困
っ
て
い
る
と
い
う

実
情
を
意
見
書
と
し
て
出
す
こ
と
は

賛
成
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ど
こ
ま
で
踏
み

込
め
る
の
か
は
法
律
と
照
ら
し
合
わ

せ
る
必
要
が
あ
る
。（
渡
辺
三
男
）

富岡町新夜ノ森地区における住宅地近接太陽光発電設備等設置に
関する意見書（抜粋）

原子力災害の被災地域における太陽光発電設備等の設置にかかる
関係法令の整備を求める意見書（抜粋）

　除染や建物の解体が完了し更地となった町内の優良な住宅地において、複数の「太
陽光発電設備等の設置」事業が計画・進行されております。
　現在新夜ノ森地区で２事業者による事業の計画がされていますが、いずれの事業
者においても地域住民に対し「地域との共生」とは相いれない対応であることから、
事業用地の周辺住民は反対の意思を表明しています。
　町議会としても、町の災害復興計画に掲げた土地利用計画に反し、復興・創生の
妨げとなるような太陽光発電設備等の設置については、避難町民の帰還意欲の低下
を招くだけでなく、移住・定住促進の阻害要因となりかねず、看過することはでき
ません。
　当該事業を進めるにあたって地域住民との理解醸成を積極的に図るため、事業者
に対し関係法令等に基づき適切な指導・助言を行っていただきたい。

　未曽有の複合災害からの復興を進めている一方、今なお多くの町民が避難生活を
続けざるを得ない状況であることをはじめ、いまだに避難指示が継続している区域
だけでなく、永い年月をかけ避難指示が解除された区域においても町民の帰還は思
うように進んでいないなど、問題は山積しています。
　このような中で除染や建物の解体が完了し更地となった町内の優良な住宅地にお
いて、複数の「太陽光発電設備等」事業が計画・進行されています。
　国策としての再生可能エネルギーを積極的に導入することに関して異論はありま
せんが、町の災害復興計画に掲げた土地利用計画に反し、復興・創生の妨げとなる
ような太陽光発電設備等の設置については、町議会としても看過することはできま
せん。
　国においては、原子力災害の被災自治体である当町の実情を認識いただき、町災
害復興計画の目指す理念や政策に相反するような事業に対して制限を設けることを
福島復興再生特別措置法に明記すること、発電設備等の設置にあたっては周辺住民
等との理解醸成に努めるよう義務づけることなど、関係法令の整備を早急に行って
いただきたい。

富富岡町内新夜ノ森地区における住宅地近接太陽光岡町内新夜ノ森地区における住宅地近接太陽光
発発電施設建設反対に関する意見書の提出を求める請願書電施設建設反対に関する意見書の提出を求める請願書

太陽光発電を考える新夜ノ森の会 17名　より提出
≪ 総務文教・産業厚生　両常任委員会へ付託 ≫

【請願の趣旨（抜粋）】
　新夜ノ森地区の住宅地内に1000枚を超えるほどの太陽光パネルを使用する太陽光発電所の
建設が計画されている。
　同地区は令和５年４月に特定復興再生拠点区域として除染が完了して避難指示が解除され、
避難先から帰還し生活している者や、今後、移住者が住宅を建設することが予想されるが、 
太陽光発電施設が増えることにより移住・定住の促進に影響を与える状況であることから、 

「福島県」「富岡町」および「国」等関係官庁に対し意見書を提出することを求めるもの。

【紹介議員　高野匠美】
　現在、住宅地への太陽光発電施設の設置に対し、町民から強い不安と懸念の声が挙げられて
います。この請願は、町民の皆さまが安心して暮らせる環境を守るためには適切な規制が必要
であることから、県・国への規制強化の要望をしたいものです。

【紹介議員　佐藤啓憲】
　場所についてはつつみ公園の南側において、1000枚を超えるほどの太陽光パネルが隣接す
る住宅地から１メートル以内で敷き詰められる計画があり、近隣住民からの心配や今後の不安
の声が多く聞かれます。国に対しての法整備の要望を意見書として提出したいものです。

「県」「町」への意見書 「県」「町」への意見書 ≪福島県知事・富岡町長≫

「国」への意見書 「国」への意見書 ≪内閣総理大臣・経済産業大臣・環境大臣・復興大臣≫
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総務文教常任委員会 【
所
管
課
】

◯
総
務
課

◯
企
画
課

◯
税
務
課

◯
出
納
室

◯
住
民
課

◯
教
育
総
務
課

◯
生
涯
学
習
課

◯
議
会
事
務
局

総務文教常任委員会が調査した
主な事業について
報告します。※常任委員会とは① 本会議前に議案などを事前に審査したり、各課の

事務の執行状況などを調査する場です。

≲  投票率について ≳

２月８日投開票だった衆議院議員総選挙について、今回は選挙期間が短かったが
投票率への影響はあったか。
今回の投票率は52.23％であり、前回の45.93％と比較しても上昇していることから、
選挙期間が短いことは投票率に影響していないと考えます。
� 【総務課】

Q

A

≲  災害時の必要設備について ≳

グリーンフィールド富岡跡地における今回の基本構想・基本計画では、災害時の
活用も示されているが、井戸の整備については検討しているか。
周辺には防災倉庫も整備されており、有事の際には炊き出し等での利用も想定されてい
ることから井戸の整備についても検討します。
� 【生涯学習課】

Q

A

≲  SNS発信の強化を ≳

町の情報を公式のSNSで発信しているが、フォロワー数を伸ばすため更なる対策
を。イベントのお知らせについても公的なものだけではなく民間イベントの発信
も強めることで集客に結び付くと考える。
公式SNSに関しては、それぞれの強みを活かしながら発信に努めます。
民間イベントについて特定企業の発信は難しい部分がありますが、町全体の活性化につ
ながるイベントや町の後援、委託等のイベントについては随時発信しているところです。
今後、各種動画等も増やしていきたいと考えています。
� 【企画課】

Q

A

≲  総合的な整備の検討を ≳

グリーンフィールド富岡跡地だけを考えるのではなく、町内の様々な施設と連携
し、周遊できるような仕組みづくりにしてはどうか。
グリーンフィールド富岡跡地を単体で考えるのではなく、庁内各施設との連携も視野に
入れ整備を進めます。
� 【生涯学習課】

Q

A

≲  ソフト事業の充実も視野に ≳

駅前のにぎわいづくりについて、町全体
を俯瞰して足りないものを補うような計
画をしてもらいたい。朝市やフリーマー
ケットなども人が集まり、にぎわいのひ
とつとなるのでは。
全体的に俯瞰し、既整備施設との役割分担
を意識しながら計画するよう努めます。
また、数年前に朝市を開催した際は早々に
完売するなど大いににぎわいましたので、
ハード整備だけではなくソフト整備にも力
を入れていきいます。まずは人が集まるこ
とを大事にしてバランスよく進めます。
� 【企画課】

Q

A

≲  多くの方が献花できるような対策は ≳

東日本大震災慰霊碑に献花台を13時30分から15時30分の時間帯で設置する計
画だが、多くの町民に来てもらえるよう富岡駅で降りた方に対するお知らせや防
災無線での周知をすることに加え、時間を長くとることを検討してはどうか。ま
た、雨風や荒天時の対策は。
駅でのお知らせに関してはJRとの協議が必要となりますので、当日は防災無線において
周知します。時間帯については検討します。
また、悪天候等に備えテントの準備をしていますが、更なる荒天の際は安全面を考慮し
て中止も視野に入れます。

Q

A

� 【総務課】
令和８年３月11日に設置した献花台の様子

令和３年に行われた朝市マルシェの様子
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産業厚生常任委員会が調査した
主な事業について
報告します。

産業厚生常任委員会 【
所
管
課
】

◯
産
業
振
興
課

◯
都
市
整
備
課

◯
農
業
委
員
会

◯
生
活
環
境
課

◯
い
わ
き
支
所

◯
郡
山
支
所

◯
福
祉
課

◯
健
康
づ
く
り
課

※常任委員会とは② 全議員が必ずどちらかの常任委員会に所属します。
行政視察や事業の現地視察も実施します。

≲  町内道路の歩道整備について ≳

都市計画４号線交差点（夜の森北一丁目地内）のクランク状交差点の改良工事が完
了したが、それに伴う来年度整備予定である歩道の場所は。
リフレとみおか跡地の
北側です。夜の森地区中
核拠点施設の敷地乗入
口の位置が決まりまし
たので、施設敷地北側の
歩道全体の改修を行う
予定です。
� 【都市整備課】

Q

A

≲  直売所の要望 ≳

地元の野菜を買いたいという声があることから、夜
の森地区中核拠点施設（リフレとみおか跡地）の整備
において、地元野菜を置く直売所を造ってはどうか。
ワークショップにおいても参加者から同様の意見があり
ました。地元野菜の販売については運営事業者と前向き
に調整したいと考えています。
� 【産業振興課】

Q

A

≲  町内下水道管等の補修について ≳

下水道管渠の維持管理事業における来年度以降の補修等の見通しと予算は。
今年度は、これまでの調査結果から損傷度の高いコンクリート管の内面更生を実施しま
した。今後は継続的に調査を実施し、その結果から補修が必要な箇所を見極めた上で、
交付金などの予算を充てながら対応します。

※下水道管渠（げすいどうかんきょ）
　�下水道管渠とは、下水や雨水を効率的に収集・排水するために地下に埋設された管状または水路状の

構造物です。

� 【都市整備課】

Q

A

≲  補助金の概要は ≳

うつくしま、エコ・リサイクル製品地域利用事業費補助金の概要は。
福島県の補助事業で、富岡町では震災後より活用しています。福島県内で発生した廃棄
物等の有効利用とリサイクル産業の育成を図るため、県内で生じた廃棄物等を利用して
製造された優良な製品を県が認定し、利用を推進するための補助金です。令和７年度ま
では側溝蓋の整備を行い、令和８年度については富岡駅前の老朽化した木製ベンチを再
生プラスチックのベンチに更新する計画です。様々な製品が認定されているので、今後
も施設維持管理費の低減のため幅広く検討して積極的に活用していく考えです。
� 【都市整備課】

Q

A
≲  町独自の防災訓練について ≳

昨年11月に行った原子力災害防災訓練が形式的に感じられ実際の災害時の想定
となるのか不安を感じた。
町独自に、実際に町内に住んでいる子育て世帯や高齢者、障がいをお持ちの方な
どが参加できるような訓練を検討しているか。
原子力災害に関しては町外に避難するという特殊な状況となるため、町だけでなく県や
避難先自治体が関与することから、それぞれで同じ対応ができるようある程度形式が決
まっていることをご了承ください。
なお、自然災害に対する避難訓練に関しては、機会をとらえて可能であれば実施してい
きたいと考えています。
また、避難行動要支援者に特化した訓練も必要であると認識していますので、内容など
は検討していきたい考えです。

【委員からの要望】
災害時にどこへ避難するか分からない方もいるので、レクリエーション感覚で楽しみながら
避難場所に行くような方法で訓練を行ってもいいのでは。
楽しさを加えることで参加者の増加も見込めると考えるのでぜひ検討を。

Q

A

� 【生活環境課】

福島県原子力防災訓練の様子 富岡町避難所開設訓練での様子
（段ボールベッドの組み立て）

スムーズな走行が可能となった
都市計画４号線

夜の森桜通り線から見る
歩道整備予定地
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全員協議会報
告

政府の対策

全員協議会では、議案の審査や議会の運営等に関して協議・全員協議会では、議案の審査や議会の運営等に関して協議・
調整を行っています。調整を行っています。

原子力等
特別委員会

東京電力HD㈱

【施設設置許認可の取得について】【施設設置許認可の取得について】

当特別委員会では、震災前より原子力発電所からの通報連絡についての報告や、 
原子力発電所に関する安全対策等についての説明を受け、質疑応答を行っています。

福島第二原子力発電所の原子炉本体の解体を始めるため
現在の協力企業棟エリアに乾式貯蔵施設を設置する計画
において、2025年度中の工事着手の認可取得が困難と
なったため工事着手時期を延期するとあったが、認可の
目途は立っているのか。

【回収物の取扱いについて】【回収物の取扱いについて】

渡辺正道議員東京電力HD㈱

事故対応の際、２号機には海水を注入していることから、
海中に含まれていた砂やほこり等が溜まっていると想定
しています。それら堆積物を水中清掃ロボットにて回収
しフィルターに集め、フィルターごと容器に入れて固体
廃棄物貯蔵庫に保管をします。

福島第一原子力発電所２号機の使用済燃料プールにおい
て、水中清掃ロボットを用いたキャスクピット底部の清
掃、水中ドローンを用いた燃料取り出しの支障になりそ
うなシート片回収を行ったが、回収物の処理方法は。

原子炉建屋の使用済み燃料プールに入っている燃料を、
より安定的に管理することを目的とした施設であるため、
可能な限り早く認可を取得し着手したい考えですが、現
在も審査が継続しているため、現時点で申し上げられる
状況にありません。

安藤正純議員

◆�除染・解体工事及び仮置場の状況、中間貯蔵施設への輸送並び
に特定廃棄物埋立処分事業の状況等について

◆夜の森地区中核拠点施設の整備について

（環境省）

問　
小
良
ヶ
浜
・
深
谷
地
区
の

屋
敷
林
に
つ
い
て
除
染
の
実
証

試
験
を
行
っ
た
が
、
今
後
も
こ

の
試
験
の
結
果
に
と
ら
わ
れ
ず
、

や
る
べ
き
部
分
は
伐
採
も
含
め

て
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

（
渡
辺
三
男
）

答
　
環
境
省

　
実
証
試
験
で
知
見
が
得
ら
れ

た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
す
。

屋
敷
林
の
伐
採
に
よ
る
放
射
線

量
低
減
の
効
果
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
除
染
や
解
体
の

支
障
木
に
な
っ
て
い
な
い
か
な

ど
の
観
点
も
持
ち
、
個
々
の
現

場
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
柔
軟
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

問　
実
証
試
験
の
結
果
は
思
っ

た
よ
り
も
放
射
線
量
が
下
が
っ

て
お
ら
ず
、
周
辺
に
残
る
汚
染

が
原
因
か
と
思
わ
れ
る
が
、
対

策
は
。（
辺
見
珠
美
）

答
　
環
境
省

　
今
後
、
周
辺
の
除
染
が
進
め

ば
全
体
と
し
て
低
減
す
る
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
全
体
的
な
除

染
の
進
捗
を
見
な
が
ら
過
去
に

避
難
指
示
解
除
し
た
区
域
と
遜

色
の
な
い
レ
ベ
ル
ま
で
下
が
っ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

問　
沸
か
し
湯
と
温
泉
で
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
違
い
は
。

（
宇
佐
神
幸
一
）

答
　
産
業
振
興
課

　
沸
か
し
湯
は
燃
料
代
、
温
泉

は
井
戸
の
維
持
管
理
費
が
そ
れ

ぞ
れ
か
か
る
た
め
最
終
的
に
は

変
わ
り
な
い
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
温
泉
の
方
が
集
客
を

見
込
め
る
こ
と
か
ら
継
続
的
な

運
営
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

問　
施
設
内
に
、
地
域
で
も
使

え
る
倉
庫
が
設
計
さ
れ
て
い
る

が
、
収
納
の
用
途
は
。

（
辺
見
珠
美
）

答
　
産
業
振
興
課

　
近
隣
行
政
区
で
行
う
地
域
の

祭
り
や
施
設
の
イ
ベ
ン
ト
等
、

地
域
の
に
ぎ
わ
い
に
関
連
す
る

物
品
を
収
納
し
ま
す
。

問　
10
年
先
を
見
据
え
、
交
流

人
口
を
増
や
し
て
い
け
る
よ
う

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
。（
佐
藤
啓
憲
）

答
　
産
業
振
興
課

　
10
年
後
を
考
え
る
に
あ
た
り
、

夜
の
森
地
区
で
交
流
人
口
を
増

や
す
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
、
一
過
性
で
は
な
く
足
を
運

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
ソ
フ
ト

事
業
も
併
せ
て
進
め
て
い
ま
す
。

問　
子
ど
も
が
興
味
を
示
す
も

の
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

（
高
野
匠
美
）

答
　
産
業
振
興
課

　
勉
強
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
や

文
房
具
を
置
い
て
ほ
し
い
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
す
の
で
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
温
浴
施
設
は
、
今
整
備
す

べ
き
施
設
な
の
か
。
財
政
や
居

住
人
口
を
考
慮
し
て
後
に
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

（
安
藤
正
純
）

答
　
町
長

　
先
に
商
業
施
設
が
で
き
る
こ

と
で
あ
る
程
度
見
通
し
が
つ
く

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
温

浴
施
設
を
期
待
し
て
帰
還
す
る

と
言
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ま

す
。
こ
の
施
設
が
核
に
な
り
波

及
効
果
が
出
て
く
る
と
考
え
ま

す
の
で
、進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

問　
建
築
費
や
維
持
費
の
コ
ス

ト
削
減
の
た
め
に
も
、
見
た
目

重
視
に
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
な

設
計
を
。（
渡
辺
三
男
）

答
　
産
業
振
興
課

　

視
覚
的
な
効
果
も
考
慮
し
、

コ
ス
ト
と
の
両
立
を
図
れ
る
よ

う
検
討
し
ま
す
。

問　
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
近

隣
の
施
設
と
比
較
検
討
し
、
大

き
す
ぎ
る
施
設
と
な
ら
な
い
よ

う
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

（
平
山
勉
）

答
　
産
業
振
興
課

　
比
較
検
討
を
行
い
算
出
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
を
注
視
し
な
が
ら
コ
ン

パ
ク
ト
な
設
計
に
努
め
ま
す
。

問　
旧
リ
フ
レ
と
み
お
か
で
は

井
戸
の
詰
ま
り
の
報
告
も
あ
っ

た
が
、
詰
ま
り
を
抑
制
す
る
工

法
は
検
討
し
て
い
る
か
。

（
堀
本
典
明
）

答
　
産
業
振
興
課

　
事
業
者
か
ら
詰
ま
り
を
解
消

す
る
方
法
の
提
案
を
い
た
だ
い

て
い
る
他
、
薬
剤
の
使
用
な
ど

に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
ま
す
。

（産業振興課）

東京電力HD㈱

【復興に寄与するデータ測定を】【復興に寄与するデータ測定を】
アルプス処理水の海洋放出が開始されてから数年、かな
りの量が放出されているが、例えば相馬からいわきまで
の海水浴場におけるトリチウム濃度の測定はしているの
か。また、近県の海水浴場のデータとの比較をして、濃
度の差が少ないという結果があれば復興の一助となるの
では。

東京電力および関係機関での測定結果において、数値の
ばらつきはありますが、問題となる数値はこれまで検出
されていません。
近県の海水浴場のデータ等については、当社で測定して
おりませんが、放出口から離れるほど拡散し、濃度はよ
り薄まることから問題はないものと考えています。

宇佐神幸一議員
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令和７年度および令和８年度活動状況報告
議員の派遣や委員会、定例会等の活動状況を報告いたします。
（広域圏・水道企業団等の議会や学校行事等を除く）

令和８年１月21日～令和８年４月14日（議会広報特別委員会最終日）

年月日 会議名称 出席
安
藤　
正
純

辺
見　
珠
美

平
山　
　
勉

佐
藤　
啓
憲

渡
辺　
正
道

高
野　
匠
美

宇
佐
神
幸
一

渡
辺　
三
男

堀
本　
典
明

R８.１.29 令和８年第１回臨時会 ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R８.２.６ 双葉地方町村議会議員研修会 ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R８.２.25 総務文教常任委員会 ５ ○ 　 ○ 　 　 ○ ○ ○ ○公

R８.２.26 産業厚生常任委員会 ４ 　 ○ 　 ○ ○ 　 　 　 ○

R８.３.４ 原子力発電所等に関する特別委員会 ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

R８.３.６ 議会運営委員会 ６ ○ 　 　 ○ ○ ○ ○ 　 ◎

R８.３.６ 議会広報特別委員会（第226号第１回目） ５ 　 ○ ○ ○ 　 ○ 　 　 ◎

R８.３.６ 全員協議会 ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R８.３.11 令和８年第２回定例会（第１日目） ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R８.３.11 総務文教常任委員会
（請願の審査のため合同開催） ４ ○ 　 ○ 　 　 ○公 ○ ○ 　

R８.３.11 産業厚生常任委員会
（請願の審査のため合同開催） ３ 　 ○ 　 ○公 ○ 　 　 　 ○

R８.３.12 令和８年第２回定例会（第２日目） ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13日～15日　休会

R８.３.16 令和８年第２回定例会（第６日目） ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R８.３.16 総務文教常任委員会
（請願の審査のため合同開催） ４ ○ 　 ○ 　 　 ○公 ○ ○ 　

R８.３.16 産業厚生常任委員会
（請願の審査のため合同開催） ３ 　 ○ 　 ○公 ○ 　 　 　 ○

R８.３.17 令和８年第２回定例会（第７日目） ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R８.３.25 令和８年第３回臨時会 ８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

R８.３.25 議会広報特別委員会（第226号第２回目） ４ 　 ○ ○ ○ 　 ○ 　 　 　

R８.４.８ 議会広報特別委員会（第226号第３回目） ４ 　 ○ ○ ○ 　 ○ 　 　 　

R８.４.14 議会広報特別委員会（第226号第４回目） ５ 　 ○ ○ ○ 　 ○ 　 　 ◎

組織改編

委
員
長
　宇
佐
神
幸
一

副
委
員
長
　平
山
　
　勉

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　渡
辺
　正
道

副
委
員
長
　佐
藤
　啓
憲

総
務
文
教
常
任
委
員
会

※ ◎委員長　○副委員長

左から　渡辺三男・高野匠美・◎宇佐神幸一・○平山勉・安藤正純

渡辺正道・宇佐神幸一・◎高野匠美・
○佐藤啓憲・安藤正純

高野匠美・◎佐藤啓憲・○辺見珠美・平山勉

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

富岡町の復興に
全力で取り組みます!!

総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

条例に基づく各種委員

□ 富岡町都市計画審議会委員
　〔堀本典明・渡辺三男〕
□ 富岡町青少年問題協議会委員
　〔辺見珠美・佐藤啓憲・平山勉〕
□ 富岡町総合開発審議会委員
　〔渡辺正道・宇佐神幸一〕
□ 富岡町民生委員推薦会委員
　〔辺見珠美・高野匠美〕
□ 富岡町水防協議会委員
　〔安藤正純〕

※原子力発電所等に関する特別委員会
　委員および正副委員長の変更なし

左から　堀本典明・◎渡辺正道・○佐藤啓憲・辺見珠美

○：出席　□：委員会に所属しない議員　◎：職務のための出席　○公：公務による欠席　欠：欠席

24とみおか議会だより 226号とみおか議会だより 226号25



●６月定例会は、16日（火）～ 17日（水）の会期で開催する予定です。
●所定の用紙に、住所（市町村名まで）・氏名・性別・年齢を記入いただくだけで、どなた
でも傍聴することができます。
●定例会・臨時会のライブ配信およびアーカイブを議会公式YouTubeにて行っています。
●審議日程など、詳細については議会事務局までお問い合わせください。
　議会事務局　☎0240-22-2111（代表）

議会を傍聴しませんか？

■
発
行
／
富
岡
町
議
会
　
　■
編
集
／
富
岡
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
　■
富
岡
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ https://w

w
w
.tom

ioka-tow
n.jp/

　
　
　
　
　
　 ■
印
刷
／
㈱
日
進
堂
印
刷
所 ＦＳＣ® の基準に従って認

証され、適切に管理された
森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

議
会
だ
よ
り

と
み
お
か

226

編  

集  

後  

記

発
行
責
任
者

議

　長 

堀
本
典
明

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長 

佐
藤
啓
憲

副
委
員
長 

辺
見
珠
美

委

　員 

平
山

　勉

委

　員 

高
野
匠
美

　

４
月
４
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
、

今
年
も
夜
の
森
公
園
を
メ
イ
ン
会
場

に
県
内
外
か
ら
大
勢
の
お
客
様
を
お

迎
え
し
、
盛
大
に
桜
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、７
日
に
は
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
と
愛
子
内
親
王
殿
下
が

と
み
お
か
ア
ー
カ
イ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
を
ご
訪
問
さ
れ
、
満
開
の
桜
と

共
に
町
民
の
皆
さ
ま
と
議
員
全
員
で

お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
本
年
３
月
11
日
で
震
災
か

ら
15
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
今
年

は
特
定
帰
還
居
住
区
域
の
設
定
が
追

加
さ
れ
て
、
当
町
の
悲
願
で
あ
る
町

内
全
域
の
避
難
解
除
に
向
け
て
、
町

執
行
部
と
議
員
一
丸
と
な
っ
て
更
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
今
回
の「
議
会
だ
よ
り
」は
、
先
の

臨
時
議
会
に
お
い
て
議
会
広
報
特
別

委
員
会
改
選
後
の
編
集
と
な
り
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
構
成
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

新
た
な
気
持
ち
で
こ
れ
ま
で
以
上
に

分
か
り
や
す
い
議
会
活
動
の
広
報
に

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
佐
藤
啓
憲
）

　
　　
 ご卒業・ご卒園

　
　　
 ご卒業・ご卒園

　

　 ご入学・ご入園

　

　 ご入学・ご入園
おめでとうございますおめでとうございます


